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NITS カフェ報告書 

 

※機構記入欄№

：  -   

実施機関名・連携機関名 
国立大学法人兵庫教育大学・北海道ニセコ町教育委員会 

セミナー名：NITS カフェ in 福岡 
主タイトル：教育の変革はなぜ求められるのか 

テーマ：※課題やテーマをどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。 
教育をとりまく課題は、「多様化」の一途をたどっている。新たな教育課題への組織的対応は喫緊の課
題である。その一方で、学校の教職員は「多忙化」によって十分な対応が難しい実情もある。このような
中にあって、教育長は地方教育行政の責任者として、高い資質・能力と強い使命感を持ち、常に研鑽
に励むことが求められている。 
こうしたことから、本セミナーは、「教育の変革はなぜ求められるのか」のテーマの下、情報活用能力育成、
学習指導要領改訂、大学入試改革等学校が抱える新たな教育課題に関する講義、そして、その講演
内容に基づいてコーディネーターが共通するテーマを設定し、教育長等教育行政幹部職員、現職教員
等学校関係者、教職大学院院生等職種を混合したグループディスカッションを行う。これらの講演及びグ
ループディスカッションを通じて、学校が抱える新たな教育課題について考える機会とする。 

内容：※全体発表の内容をテープ起こしするなど、具体的に記載してください。カフェの様子は、写真を右に貼り付けてください。 
まず、OECD 生徒の学習到達度調査（PISA2015）の結果の概要から、日本の子供の学力は常に
トップであることの事実が述べられた。義務教育は大変効率が良いが、高等教育に課題もある。しかし、
高等教育も、THE の「世界大学ランキング」（2016～2019）において、トップ 100 位以内にランクイ
ンしている大学数を国別で見ると悪いように見えるが、ランキング全体でランクインしている大学数を見る
と、日本は決して悪くない。 
2020 年新学習指導要領の実施はこれからの社会を考えると重要なことである。「OECD 教育のスキル
の未来」とも一致し、実施の効果が待たれる。 
また、これらと合わせて、大学入試改革は非常に重要である。マルチプルチョイスに偏ったセンター試験か
ら、思考力・表現力重視へ改正される。特に英語は大きく変化することが予想され、その際、大人数が
受験している早稲田大学・慶応義塾大学の動向が注目される。 
現在は 250 年ぶりに人類史が変わる時代と言われており、今の子供はポストシンギュラリティの時代を
60年生きることとなる。当然教育の改革が望まれる。そこでは、AI にできない職業が重要である。 
さらに、Society5.0 における人材育成から取り組むべき政策の方向性が共有され、参加者の声とし
て、迫る未来社会への教育の対応の危機感や、人類を幸せにする教育とはどうあるべきか等の本質的
な悩みや、国や社会の在り方について深く考えるきっかけとなった等の声が聞かれた。 
成果：  ※参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 
以下は、事後アンケート記述の一部である。 
・思い切った施策を「わがマチの子どもたちのために」考える元気が湧いてきました。 
・日本の教育のレベルが高いことに自信を持ちたいと思うのと、これから求められるであろう教育の方向性
がとても感じられました。 
・スケールの大きな話であるが、現場の校長として、いかに伝え、現場の教員を意識改革していくか、その
先に子どもをどう育てていくか。小さな変化であっても伝えるのが自分の仕事だと感じた。 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 
・講演とのリンク 
・参加者の職の多様性 
・参加者をしぼり込みコンパクトにすることで深化を図った。 



＜写真・図など＞ ※会場の熱気や規模がわかる写真、参加者の表情がわかる写真（寄って撮影またはトリミング）を撮影してくだ

さい。 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田光完兵庫教育大学長による開会挨拶  

質疑応答・意見交換（コーディネーター兵庫教育大学教授 日渡円） 

名須川知子兵庫教育大学理事・副
学長による閉会挨拶 

会場風景 

鈴木寛先生による講演 


